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農山漁村等地域の活性化のための融資をはじめとする支援 

 

 (4)山形県地域営農法人協議会「経営セミナー・個別相談会」の開催 

ＪＡグループ山形 地域・担い手サポートセンター（山形県） 

新規 継続 

  

○ 

（2016年 8月） 

 

1 動機（経緯） 

農業者の法人化が進展してきた中、今後は法人運営の安定と発展が大きな課題となってい

ます。かかる情勢を踏まえ、地域営農法人の安定運営に向けたノウハウや農業所得の増大

につながる情報の提供を目的に、本セミナーを開催しました。 

2 概要 

経営セミナーの概要は以下の通りです。 

1 日時・場所 

＜庄内会場＞ 2018年 7月 3 日（火）13:00～16:30 三川町 いろり火の里 文化館なの

花ホール、ＪＡ全農山形 園芸産地拡大実証研修農場 

＜内陸会場＞ 2018年 8月 17 日（金）13:00～16:30 山形市 協同の杜ＪＡ研修所 

2 主催：山形県地域営農法人協議会 

3 共催：ＪＡグループ山形 地域・担い手サポートセンター 

4 参加人数：山形県地域営農法人協議会加盟法人、組織から両会場で 154名 

5 《第 1 部 経営セミナー》（庄内・内陸会場共通の内容） 

【講演】「消費税軽減税率制度ならびにインボイス制度の導入に伴う留意点について」 

講師：ＪＡ全中 税理士 栗山 賢陽氏 

【情報提供・情報交換会】 

各連合会が、農業法人等大規模経営体にとって有益な情報およびツールを紹介するととも

に、取組紹介コーナーを設置し興味ある情報を詳しく説明しました。 

【個別相談会】 

就業規則の整備を目指す農業法人に、整備手順、留意点等の指導・相談を実施しました。 

講師：すずき労務経営コンサルタンツ 社会保険労務士 鈴木 大輔氏 

6 《第 2 部 現地研修》 

庄内会場では、2018 年 2 月にＡＳＩＡＧＡＰ認証を取得したＪＡ全農山形園芸産地拡大

実証研修農場を視察しました。（ＪＡ全農山形） 

内陸会場では、生産現場の声を反映した共同購入大型トラクター（ＹＴ357ＪＺＵＱＨ）

を実機紹介しました。（ＪＡ全農山形） 

3 成果（効果） 

消費税軽減税率制度、インボイス制度も法人経営に直結する内容であったため、農業法人

経営者層の関心も高く、「以前から聞いたことはあったが、分かりやすく整理されており

理解が深まった。」という感想を多くいただきました。 
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4 今後の予定 
今後も、県内農業法人の方々のニーズを踏まえ、多様な視点から、経営力強化・所得増大

に資するセミナー等の開催により支援してまいります。 

                                     

【セミナーの様子】 

 

    
 

    
 


